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治
水
景
観
に
み
る
北
ベ
ト
ナ
ム
の
特
異
性

春
　
山
　
成
　
子

　
ベ
ト
ナ
ム
は
南
北
に
Ｓ
字
型
に
伸
び
た
海
岸
延
長
距

離
の
長
い
国
土
を
持
っ
て
お
り
、
水
辺
の
自
然
景
観
を

描
こ
う
と
す
る
と
、
中
部
、
北
部
、
南
部
で
は
ま
っ
た

く
異
な
っ
た
三
つ
の
地
域
景
観
と
し
て
存
在
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
つ
く
。
自
然
災
害
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
異

な
っ
て
い
る
た
め
に
、
雨
季
と
洪
水
の
認
識
と
治
水
方

針
の
南
北
格
差
は
大
き
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
つ
な
が

る
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
洪
水
回
廊
地
帯
で
は
、
毎
年
、
七

月
か
ら
九
月
ま
で
洪
水
は
内
水
氾
濫
、
の
み
な
ら
ず
、

外
水
氾
濫
に
被
災
を
受
け
る
地
域
で
あ
る
が
、
こ
の
地

域
で
は
洪
水
を
防
御
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ル
タ
で
の

自
由
氾
濫
に
任
せ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
二
〜
四
m
に
及

ぶ
よ
う
な
深
水
の
湛
水
域
で
は
、
洪
水
防
御
の
計
画
を

立
て
る
よ
り
は
、
一
年
一
期
作
を
稲
作
の
収
穫
量
を
低

減
さ
せ
な
い
た
め
の
、
「
水
の
恵
み
」
と
認
識
さ
れ
て

い
た
。
メ
コ
ン
川
の
パ
ク
セ
地
点
の
流
量
か
ら
計
算
さ

れ
る
三
〇
年
確
率
と
さ
れ
た
「
二
〇
〇
〇
メ
コ
ン
デ
ル

タ
洪
水
」
が
ひ
い
た
後
、
や
っ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
領
内
で

は
高
さ
八
〇
cm

程
度
の
剃
刀
状
の
堤
防
が
ヴ
ィ
ン
ロ
ン

近
辺
で
不
連
続
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ル
タ
全
体

の
治
水
が
勘
案
さ
れ
て
い
る
の
は
な
い
。

紅
河
デ
ル
タ
に
み
る
治
水
景
観
の
特
異
性

　
一
方
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
続
く
、

治
水
重
視
圏
、
堤
防
建
設
文
化
圏
に
入
っ
て
い
る
。
中

国
の
治
水
に
学
び
、
近
世
に
は
デ
ル
タ
で
の
輪
中
堤
防

が
完
成
し
、
地
盤
高
の
低
い
デ
ル
タ
で
は
屋
敷
地
を
土

盛
り
し
て
、
日
本
の
水
屋
風
の
家
屋
を
建
設
す
る
こ
と

で
、
長
期
湛
水
に
対
応
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
ま

た
、
洪
水
期
に
水
位
が
急
上
昇
す
る
河
川
流
量
が
本
川

に
集
中
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
本
川
の
流
量
分
担

を
、
水
路
で
分
離
す
る
ほ
か
、
巨
大
な
遊
水
池
や
洪
水

調
整
池
を
設
置
し
て
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
計

画
が
当
て
ら
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
洪
水
多
発
地
域
通
ず
る

よ
う
な
治
水
景
観
が
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
市
に
は
フ
ラ
ン
ス
統
治
時

代
の
名
残
が
見
ら
れ
る
。
中
心
市
街
地
を
取
り
巻
く
代

表
的
な
景
観
に
は
紅
河
か
ら
分
離
さ
れ
た
ホ
ー
タ
イ

（
西
湖
）
湖
、
こ
の
南
側
に
位
置
す
る
陳
朝
期
の
王
宮

跡
と
こ
れ
を
取
り
囲
ん
で
走
る
方
格
状
の
道
路
、
こ
れ

に
、
同
じ
く
紅
河
の
旧
河
道
の
名
残
の
ホ
ア
ン
キ
エ
ム

湖
岸
に
は
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
を
髣
髴
と
さ
せ
る
二

階
建
て
の
中
層
建
築
物
の
行
政
関
係
の
施
設
、
旧
ハ
ノ

イ
国
家
大
学
な
ど
に
は
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
を
色
濃

　
　
　
ハ
ノ
イ
の
首
都
か
ら

く
み
せ
る
重
厚
な
建
造
物
群
と
ホ
ア
ン
キ
エ
ム
湖
の
南

東
側
に
位
置
す
る
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
を
摸
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
。
こ
の
ホ
ー
ル
の
正
面
に
向
か
っ
て

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
チ
ャ
ン
テ
ィ
エ
ン
通
り
は
書
籍
店

街
、
理
化
学
器
具
店
、
電
気
器
具
店
が
軒
を
並
べ
、
文

化
的
な
都
市
の
側
面
を
見
せ
て
い
る
。

　
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
庶
民
の
生
活
ぶ
り
を
見
せ
て
い

る
の
は
、
ハ
ノ
イ
庶
民
の
散
歩
道
で
あ
る
ホ
ア
ン
キ
エ

ム
の
湖
北
地
域
で
あ
る
。
ハ
ノ
イ
36
町
と
呼
ば
れ
る
街

区
に
は
、
通
り
ご
と
に
靴
・
か
ば
ん
・
文
具
・
玩
具
・

衣
料
品
・
仏
具
・
花
・
菓
子
な
ど
を
商
う
専
門
分
化
し

た
店
舗
が
ひ
し
め
い
て
、
二
〜
三
m
の
間
口
に
所
狭
し

と
、
商
品
を
積
み
上
げ
る
商
店
が
立
ち
並
ぶ
ア
ジ
ア
的

な
喧
騒
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ノ
イ
中
心

市
街
地
の
背
後
に
は
、
常
に
、
紅
河
の
大
堤
防
が
聳
え

立
っ
て
お
り
、
北
部
ベ
ト
ナ
ム
一
〇
〇
〇
年
間
の
治
水

の
歴
史
を
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

近
代
的
な
排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
区
で
は
、

雨
季
の
排
水
計
画
が
都
市
計
画
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
筆
者
が
一
九
九
〇
年
に
始
め
て
訪
れ
た
ハ
ノ
イ
市
街

地
を
、
一
〇
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
と
比
較
す
る
と
、
最

も
目
に
付
く
の
が
、
緑
地
面
積
と
湖
沼
面
積
の
減
少
で

あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
高
級
ホ
テ
ル

が
犇
め
き
合
う
よ
う
に
な
り
、
商
店
に
は
パ
ソ
コ
ン
が

積
み
上
げ
ら
れ
、
チ
ヤ
ン
テ
ィ
エ
ン
プ
ラ
ザ
百
貨
店
ま

で
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
町
の
中
心
部
の
通
り
に
は
、

オ
ー
ト
バ
イ
と
車
が
あ
ふ
れ
か
え
り
、
排
気
ガ
ス
で
息

苦
し
い
町
へ
と
変
化
し
、
市
街
景
観
は
一
変
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
い
ま
だ
健
全
な
姿
の
人
力
車

が
、
車
と
オ
ー
ト
バ
イ
を
避
け
な
が
ら
、
客
を
乗
せ
て
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移
動
す
る
ゆ
っ
く
り
し
た
姿
が
あ
る
。
道
端
に
は
、
天

秤
棒
に
な
べ
と
コ
ン
ロ
を
下
げ
俄
か
食
堂
を
作
り
、
昔

な
が
ら
の
フ
オ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
う
ど
ん
）
売
り
が
い

て
、
風
呂
場
で
使
う
低
い
椅
子
に
座
り
う
ど
ん
を
す
す

る
姿
が
あ
る
。

　
天
秤
棒
を
担
ぐ
の
は
う
ど
ん
屋
ば
か
り
か
、
マ
ン

ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
ラ
イ
チ
ー
、
ロ
ン
ガ
ン
な
ど
の
果
物

を
売
り
歩
く
農
民
の
姿
が
あ
り
、
道
端
に
座
り
込
ん
で

ベ
ト
ナ
ム
茶
を
す
す
り
、
タ
バ
コ
を
ふ
か
し
、
仕
事
の

合
間
に
く
つ
ろ
ぐ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
姿
、
そ
の
一
方

で
、
街
角
に
設
置
さ
れ
た
共
同
栓
か
ら
ほ
と
ば
し
る

水
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
歯
を
磨
き
、
顔
を
洗
う
姿
、

食
器
を
洗
う
ハ
ノ
イ
ッ
子
の
姿
ま
で
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
近
代
化
と
伝
統
社
会
の
狭
間
に
あ
る
、
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
都
市
の
一
面
を
覗
か
せ
て
い
る
。

　
ハ
ノ
イ
の
中
心
街
を
一
歩
で
る
と
、
紅
河
北
部
平
野

は
農
業
地
帯
が
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る
。
紅
河
デ
ル

タ
は
起
伏
の
乏
し
い
平
坦
な
平
野
で
あ
る
が
、
紅
河
の

形
成
し
た
河
川
地
形
、
す
な
わ
ち
、
「
自
然
地
形
立
地

型
の
土
地
利
用
」
が
そ
の
ま
ま
農
業
景
観
を
作
り
出
し

て
い
る
。
こ
の
平
野
で
、
一
際
目
を
引
く
の
は
、
微
高

地
で
あ
る
「
自
然
堤
防
」
と
洪
水
防
御
の
た
め
に
陳
朝

期
以
降
に
営
営
と
し
て
建
設
さ
れ
て
き
た
巨
大
な
「
人

工
堤
防
」
、  

輪
中
の
景
観
で
あ
る
。

　
河
川
の
作
り
出
し
た
自
然
堤
防
の
高
ま
り
は
洪
水
時

に
も
湛
水
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
村
落
が
立
地

し
て
い
る
が
、
中
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
歴
史
の
ふ
る

い
村
落
も
多
い
。
洪
水
を
避
け
て
微
高
地
に
作
り
出
さ

れ
た
集
落
景
観
は
、
地
域
ご
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
　
土
地
利
用
型
の
農
村
景
観

が
あ
る
。
竹
林
で
囲
ま
れ
た
屋
敷
地
内
に
は
自
給
用
の

畑
が
広
が
り
、
生
活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
の
井
戸
と

家
屋
の
前
面
に
向
け
た
た
め
池
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
池
は
夏
の
水
浴
び
に
も
使
わ
れ
る
し
洗
濯
場

と
も
な
っ
て
い
る
。

　
氾
濫
原
に
作
ら
れ
た
低
地
の
家
屋
に
は
、
家
屋
の
土

台
を
盛
り
土
で
高
め
て
洪
水
被
害
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
日
本
の
濃
尾
平
野

に
見
ら
れ
る
「
水
屋
」
に
似
た
家
屋
設
計
が
見
ら
れ

る
。
紅
河
の
初
夏
を
彩
る
ロ
ン
ガ
ン
や
柑
橘
類
の
果
樹

畑
と
蔬
菜
畑
は
自
然
堤
防
地
帯
を
特
色
付
け
る
土
地
利

用
で
あ
る
。
一
方
、
紅
河
デ
ル
タ
で
は
面
積
が
も
っ
と

も
広
い
、
き
わ
め
て
水
は
け
の
悪
い
、
雨
季
に
は
泥
海

と
な
っ
て
し
ま
う
「
後
背
湿
地
」
に
は
深
水
水
田
が
立

地
し
て
い
る
。
毎
年
発
生
す
る
自
然
災
害
と
し
て
の
洪

水
・
旱
魃
・
病
虫
害
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
た
め
に
、

一
、
二
月
を
除
け
ば
、
田
植
え
を
す
る
農
民
の
姿
と
収

穫
を
す
る
農
民
の
姿
と
が
低
平
地
水
田
に
は
常
に
重
複

し
て
見
ら
れ
る
。
冬
の
水
の
乏
し
い
時
期
に
は
、
男
女

二
人
で
一
組
と
な
る
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
好
む
風
景
の
ひ

と
つ
で
あ
る
、
人
力
灌
漑
の
「
タ
ッ
ト
ヌ
オ
ッ
ク
」
が

歌
声
と
と
も
に
見
ら
れ
る
の
も
デ
ル
タ
の
景
観
で
あ

る
。

　
起
伏
の
少
な
い
紅
河
デ
ル
タ
で
は
あ
る
が
、
土
地
条

件
の
違
い
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
土
地
利
用
景

観
が
作
り
出
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
何
気
な
い
景
観
か
ら

は
、
洪
水
と
戦
い
、
洪
水
と
と
も
に
生
き
て
き
た
ベ
ト

ナ
ム
農
民
の
自
衛
手
段
と
し
て
の
「
水
害
防
備
林
的
」

な
屋
敷
地
を
守
る
竹
林
、
長
い
年
月
、
家
屋
の
土
台
を

積
み
上
げ
て
、
洪
水
と
戦
っ
た
治
水
景
覿
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
現
在
で
も
、
ハ
ノ
イ
中
心
街
の
町
並
み
は
旧
来
の
ま

ま
で
あ
る
。
紅
河
本
流
で
市
街
地
の
東
が
さ
え
ぎ
ら
れ

る
た
め
に
、
ハ
ノ
イ
市
街
地
は
東
側
に
は
町
域
を
拡
大

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
近
、
ハ
ノ
イ

国
家
大
学
や
省
庁
関
係
の
研
究
所
な
ど
は
旧
市
街
地
を

離
れ
て
市
街
地
の
西
北
部
の
タ
ン
ス
ワ
ン
通
り
に
そ
っ

て
移
動
し
始
め
て
い
る
。
旧
中
心
市
街
地
の
西
側
地
区

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
か
つ
て
の
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
を
さ
さ

え
て
き
た
美
水
は
次
々
と
埋
め
た
て
ら
れ
て
、
新
興
住

宅
地
が
進
出
し
は
じ
め
て
い
る
の
が
こ
こ
三
年
ほ
ど
の

動
き
で
あ
る
。

　
経
済
活
性
化
を
向
か
え
、
ハ
ノ
イ
首
都
圏
は
さ
ら
に

都
市
圏
拡
大
を
目
指
し
て
、
日
本
の
「
つ
く
ば
」
学
園

都
市
の
構
想
に
近
い
「
サ
エ
イ
ン
ス
シ
テ
ィ
ー
」
が
首

都
圏
西
部
に
建
設
を
予
定
し
、
ベ
ト
ナ
ム
農
業
科
学
技

術
院
、
地
質
局
ほ
か
の
研
究
所
を
移
転
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
飛
行
場
か
ら
ハ
ノ
イ
市
街
に
向
か
う

地
域
に
は
タ
ン
ロ
ン
工
業
地
帯
が
整
備
さ
れ
、
従
来
の

「
自
然
地
形
立
地
型
土
地
利
用
」
は
、
今
、
着
実
に
変

化
し
つ
つ
あ
る
。

　
最
近
四
〇
年
間
の
気
候
の
観
測
記
録
か
ら
み
る
と
、

北
部
ベ
ト
ナ
ム
で
は
降
水
量
変
化
は
六
月
、
一
〇
〜
十

一
月
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
雨
期
の
ピ
ー

ク
を
み
て
み
る
と
、
山
岳
部
で
は
七
月
中
頃
、
平
野
部

の
場
合
に
は
八
月
下
旬
・
九
月
上
旬
で
あ
る
。
紅
河
平

野
部
に
位
置
し
て
い
る
ハ
ノ
イ
で
は
、
平
均
年
降
水
量

が
一
五
七
〇
mm
、
既
往
最
大
は
二
三
〇
〇
mm
で
あ
り
、

山
岳
地
域
と
比
べ
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、

六
・
七
月
が
北
部
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
台
風
シ
ー
ズ
ン

　
　
紅
河
の
降
雨
条
件
と
洪
水
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に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
に
、
暴
風
雨
が
頻
発
す
る
。
一

九
六
〇
│
九
九
年
に
お
い
て
、
台
風
の
北
部
ベ
ト
ナ
ム

へ
の
襲
来
件
数
を
み
て
み
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
で
は

五
回
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
〇
年
代
に
は
七
・
二
回
、

七
〇
年
代
に
は
七
・
八
回
、
八
〇
年
代
に
は
七
・
七

回
、
九
〇
年
代
に
は
七
・
一
回
と
増
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
台
風
の
最
多
襲
来
数
を
月
別
に
み
る
と
、
一
九

五
〇
年
代
で
は
八
月
に
月
均
で
一
・
一
回
で
あ
っ
た
も

の
が
、
一
九
五
〇
年
〇
－
七
〇
年
代
で
は
九
月
に
一
・

九
回
、
八
〇
年
代
で
は
一
〇
月
に
二
・
四
回
、
九
〇
年

代
に
十
一
月
に
一
・
五
回
と
、
い
づ
れ
も
、
年
間
を
み

て
み
る
と
、
一
年
の
後
半
側
に
台
風
出
現
が
シ
フ
ト
し

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
地
球
温
暖
化
を
受
け
て
モ
ン

ス
ー
ン
の
吹
き
だ
し
と
降
水
量
分
布
に
異
変
が
起
き
て

い
る
こ
と
が
ベ
ト
ナ
ム
で
も
伺
わ
れ
る
。

　
紅
河
は
ベ
ト
ナ
ム
第
二
の
河
川
で
あ
り
、
流
域
面
積

は
一
六
八
〇
〇
〇
km2

、
本
川
延
長
距
離
は
一
二
〇
〇
km

で

あ
る
。
中
国
領
内
に
水
源
を
持
っ
て
お
り
、
紅
河
は
ラ

オ
カ
イ
地
点
で
ベ
ト
ナ
ム
領
内
に
入
る
が
、
ラ
オ
カ
イ

か
ら
ヴ
ィ
エ
ッ
チ
間
に
お
け
る
河
川
勾
配
は
一
／
五
〇

〇
と
急
勾
配
で
あ
る
が
、
平
野
の
要
り
口
に
近
い
ヴ
ィ

エ
ッ
チ
か
ら
ハ
ノ
イ
に
い
た
る
地
域
で
は
一
／
一
〇
〇

〇
と
な
り
、
さ
ら
に
、
ハ
ノ
イ
よ
り
下
流
側
に
広
が
る

デ
ル
タ
に
入
る
と
、
河
川
勾
配
は
〇
・
〇
二
／
一
〇
〇

〇
と
さ
ら
に
緩
や
か
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
河
川
勾

配
の
緩
さ
が
デ
ル
タ
で
の
洪
水
氾
濫
の
要
因
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
る
。

　
大
陸
河
川
で
あ
る
た
め
に
、
降
水
量
の
年
変
化
、
月

変
化
が
大
き
い
た
め
、
紅
河
の
年
間
流
出
量
は
一
二
〇

〇
億
m3

と
大
き
い
。
し
か
も
、
こ
の
流
量
の
七
〇
％
ま

で
が
、
雨
季
に
あ
た
る
七
月
か
ら
十
一
月
に
集
中
し
て

し
ま
う
た
め
に
、
ハ
ノ
イ
市
で
の
紅
河
水
位
は
、
八
月

に
向
け
て
一
期
に
流
量
が
増
大
す
る
と
、
ハ
ノ
イ
の
地

盤
高
を
は
る
か
に
超
え
る
一
三
・
六
m
に
達
す
る
。
こ

の
流
量
変
化
の
波
が
内
水
氾
濫
を
長
期
化
さ
せ
、
堤
防

設
置
を
早
期
か
ら
計
画
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
乾
季
の
終
わ
り
の
四
月
で
は
同
じ
観
測
地
点
の
水

位
は
、
年
間
最
低
水
位
と
し
て
二
・
一
m
に
低
減
し
て

し
ま
う
た
め
に
川
底
を
覗
き
込
む
こ
と
も
で
き
る
。

　
紅
河
の
河
川
の
流
量
変
化
曲
線
は
、
日
本
の
河
川
が

降
雨
後
に
す
ぐ
に
流
量
が
増
大
し
て
流
量
曲
線
が
変
化

す
る
の
と
は
異
な
り
、
流
量
変
化
は
立
ち
あ
が
り
が
緩

や
か
で
あ
り
、
そ
の
波
形
は
長
時
間
継
続
す
る
と
こ
ろ

に
特
色
が
あ
る
。
そ
し
て
、
年
間
の
河
川
の
流
量
変
化

幅
が
大
き
い
と
い
う
の
も
洪
水
特
性
で
あ
る
。

　
洪
水
氾
濫
は
紅
河
の
北
部
平
野
の
地
形
と
ど
の
よ
う

な
関
係
が
見
出
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
ハ
ノ
イ
首
都
圏
を
含
む
紅
河
北
部
平
野
を
中
心
に
し

て
水
害
地
形
分
類
図
を
作
成
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
紅
河

北
部
平
野
は
段
丘
に
囲
ま
れ
た
扇
状
地
か
ら
自
然
堤
防

帯
へ
の
移
行
地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
近
代
に
流
れ
た

明
瞭
な
旧
河
道
が
凹
地
と
し
て
検
出
で
き
、
網
状
河
川

で
あ
る
扇
状
地
地
域
で
は
中
州
性
微
高
地
が
卓
越
し
、

ハ
ノ
イ
よ
り
下
流
で
は
自
然
堤
防
が
連
続
し
て
河
道
に

沿
っ
て
認
め
ら
れ
た
。

　
扇
状
地
地
域
に
お
い
て
は
、
洪
水
の
た
び
に
本
川
の

河
道
が
近
世
・
近
代
に
か
け
て
数
回
変
遷
し
て
い
る

が
、
本
川
河
道
の
築
堤
以
前
で
は
紅
河
・
ダ
イ
川
は
網

状
河
道
で
あ
り
、
固
定
し
に
く
い
河
川
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
一
〇
〇
〇
年
間
と
い
う
治
水
時
間
に
よ
っ
て
堤

　
　
紅
河
の
洪
水
と
土
地
条
件

防
建
設
が
紅
河
と
支
流
ダ
イ
川
の
河
道
を
固
定
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
洪
水
流
量
や
土
砂
が
本
川
河
道
に
集
中
し

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
天
井
川
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ダ

イ
川
で
は
、
堤
外
地
と
堤
内
地
と
の
比
高
は
平
均
で
も

二
m
に
達
し
て
い
る
。

　
天
井
川
を
し
て
い
る
旧
河
床
部
分
の
堤
外
地
幅
は
、

平
野
の
入
り
口
に
あ
た
る
ソ
ン
タ
イ
地
点
で
は
二
km

に

も
お
よ
ん
で
い
る
。
ダ
イ
川
の
支
流
に
な
る
ブ
イ
川
と

の
合
流
地
点
ま
で
が
顕
著
な
天
井
川
区
間
で
あ
り
、
堤

外
地
内
の
左
岸
に
は
冬
の
季
節
風
に
よ
っ
て
か
つ
て
の

河
床
砂
が
吹
き
上
げ
ら
れ
て
巨
大
な
河
畔
砂
丘
が
形
成

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
さ
ら
に
下
流
部
に
む
か

い
、
ナ
ム
デ
イ
ン
省
以
南
の
地
域
は
デ
ル
タ
、
砂
州
・

砂
丘
複
合
地
帯
で
あ
り
、
高
潮
災
害
に
は
脆
弱
な
地
域

で
あ
り
、
海
岸
侵
食
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
河
川
の
氾
濫
に
は
左
右
さ
れ
な
い
地
域
で
あ
る
。

　
中
世
を
通
し
て
、
洪
水
時
の
北
ベ
ト
ナ
ム
の
村
落
で

は
凋
散
が
続
い
た
。
こ
の
た
め
、
紅
河
平
野
で
民
を
治

め
る
た
め
に
は
、
洪
水
防
御
が
最
も
大
き
な
懸
案
事
項

で
あ
り
、
河
川
に
そ
っ
て
堤
防
を
建
設
す
る
こ
と
は
必

至
で
あ
っ
た
。
ハ
ノ
イ
に
行
政
府
が
置
か
れ
る
と
、
紅

河
北
部
平
野
で
は
河
川
に
そ
っ
て
巨
大
な
堤
防
が
建
設

さ
れ
、
輪
中
堤
防
も
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
紅
河
北
部
平
野
で
の
洪
水
軽
減
策
は
、
大
き
く
三
つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
早
い
時
期
か
ら
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
1)
治
水
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

整
備
に
力
を
い
れ
る
ハ
ー
ド
対
応
と
し
て
堤
防
を
建
設

し
、
本
川
・
支
川
を
分
離
さ
せ
て
流
量
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
、
2)
農
学
的
な
工
夫
、
す
な
わ
ち
、
洪
水
時
期
に

　
　
　
紅
河
の
流
域
管
理
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会
わ
な
い
よ
う
な
作
物
暦
生
み
出
し
、
災
害
を
避
け
て

生
産
す
る
特
殊
な
農
業
経
営
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
3)
土
地
条
件
を
知
り
、
土
地
条
件
を
う
ま
く
利

用
し
た
土
地
利
用
形
態
を
作
り
上
げ
る
、
と
い
っ
た
も

の
が
、
紅
河
平
野
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

　
河
川
に
そ
う
堤
防
建
設
と
河
川
分
離
は
近
世
を
通
し

て
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
ハ
ノ
イ
の
町

を
水
害
か
ら
防
備
す
る
た
め
に
は
、
十
七
世
紀
に
リ
エ

ン
マ
ッ
ク
地
点
で
の
ヌ
エ
川
を
分
離
し
、
十
九
世
紀
に

は
ト
ー
リ
キ
川
を
分
離
さ
せ
て
、
旧
堤
防
を
強
化
さ
せ

る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
一
八
〇
九
年
に
ハ
ノ
イ
近
く

の
旧
堤
防
を
幅
八
m
、
高
さ
三
・
五
m
で
覆
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
四
年
に
は
、
よ
り
強
固
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
幅
十
八
m
、
高
さ
六
・
七
m
の
堤
防

へ
の
再
構
築
す
る
こ
と
で
、
現
代
治
水
に
踏
襲
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
〇
世
紀
に
入
る
と
洪
水
防
御
を
目
的
と
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
首
都
ハ
ノ
イ
の
電
気
需
要
を
考
え
、
電

源
開
発
も
含
め
て
タ
ク
バ
ダ
ム
、
つ
い
で
、
一
九
九
〇

年
に
は
ホ
ア
ビ
ン
ダ
ム
（
完
成
時
六
〇
億
ト
ン
）
が
建

設
さ
れ
、
紅
河
流
域
内
の
洪
水
調
節
を
上
流
地
域
で
一

部
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
ダ
ム
建

設
後
、
ハ
ノ
イ
観
測
点
で
は
紅
河
の
最
高
水
位
が
十

四
・
六
m
か
ら
十
三
m
に
落
ち
、
最
大
流
量
も
三
・
八

万
m3

／
s
か
ら
二
・
三
万
m3

／
s
と
減
少
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
一
方
、
近
年
、
ハ
タ
イ
省
で
は
洪

水
時
の
押
掘
跡
地
を
利
用
し
て
、
内
水
氾
濫
の
洪
水
を

は
く
た
め
の
排
水
ポ
ン
プ
場
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
氾
濫
原
管
理
が
目
指
さ
れ
、
洪
水
レ

ベ
ル
４
〔
紅
河
水
位
一
五
・
一
六
m
〕
で
ダ
イ
川
の
締

切
堰
を
開
放
し
て
、
調
整
地
に
洪
水
流
を
貯
留
さ
せ
、

一
時
的
に
紅
河
の
洪
水
流
を
ダ
イ
川
に
流
し
込
ま
せ
、

ハ
ノ
イ
首
都
圏
の
洪
水
緩
和
を
図
ろ
う
と
し
た
。

　
こ
の
堰
設
置
以
降
、
一
九
四
六
、
一
九
六
九
、
一
九

七
一
年
の
三
回
の
巨
大
な
洪
水
時
に
は
、
閉
め
切
り
堰

が
開
放
さ
れ
た
た
め
に
、
三
〇
〇
〇
m3

／
s
の
洪
水
流

量
が
ダ
イ
川
で
分
担
さ
れ
た
た
め
に
、
ハ
ノ
イ
首
都
圏

で
は
内
水
氾
濫
被
害
は
残
っ
た
も
の
の
、
市
街
地
が
外

水
氾
濫
で
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
現
在
で
は
、
ダ
イ
川
水
系
に
七
二
〇
〇
m3

／
ha
、
ヌ

エ
川
水
系
に
六
二
〇
〇
m3

／
ha
分
の
洪
水
氾
濫
面
積
分

の
洪
水
分
担
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
三
機
の
排
水

機
場
で
一
二
〇
〇
〇
m3

／
ha
が
排
水
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
雨
季
に
は
ダ
イ
川
右
岸
地
域
の
洪

水
氾
濫
は
長
期
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ダ
イ
川
右
岸

が
無
堤
地
区
で
あ
り
、
洪
水
時
に
右
岸
七
〇
〇
〇
ha
が

強
制
的
に
湛
水
さ
せ
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
洪
水
期
間

は
行
政
指
導
で
氾
濫
域
の
住
民
は
近
隣
区
へ
避
難
さ
せ

ら
れ
る
。
災
害
回
避
へ
の
特
殊
な
ク
ロ
ッ
ピ
ン
グ
カ
レ

ン
ダ
ー
、
村
落
地
内
に
設
け
ら
れ
た
村
落
共
有
地
と
水

防
組
織
は
洪
水
時
の
水
腐
地
、
欠
け
地
へ
の
割
替
地
と

し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
近
年
、
ハ
ノ
イ
首
都
圏
で
は
土
地
利
用
が

急
激
に
変
化
し
、
治
水
イ
ン
フ
ラ
未
整
備
の
ま
ま
、
郊

外
地
に
向
か
っ
て
宅
地
・
工
業
用
敷
地
面
積
が
拡
大

し
、
村
落
組
織
も
変
容
し
て
き
て
い
る
。
農
業
地
域
が

都
市
的
な
土
地
利
用
へ
変
貌
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
氾

濫
原
で
の
洪
水
時
の
氾
濫
許
容
面
積
が
狭
め
ら
れ
る
こ

と
に
も
な
っ
た
。
人
口
稠
密
な
ハ
ノ
イ
首
都
圏
で
は
日

本
の
都
市
的
水
害
に
近
似
し
た
洪
水
に
変
化
し
て
い
る

た
め
治
水
計
画
は
急
務
の
課
題
で
あ
る
。

　
ダ
イ
川
閉
め
切
り
堰
建
設
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
一

九
一
六
年
洪
水
を
み
る
と
、
ソ
ン
タ
イ
で
の
洪
水
ピ
ー

ク
流
量
は
二
五
一
〇
〇
m3

／
s
で
あ
っ
た
。
ハ
ノ
イ
首

都
圏
の
西
方
に
位
置
す
る
紅
河
右
岸
側
の
リ
エ
ン
マ
ッ

ク
堤
防
が
決
壊
し
、
約
四
〇
〇
億
m3

の
洪
水
流
が
ハ
ー

ド
ン
輪
中
内
に
流
入
し
、
輪
中
内
の
水
田
面
積
九
六
％

ま
で
が
一
ヶ
月
の
湛
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
時
の
ダ

イ
川
と
紅
河
本
川
に
挟
ま
れ
た
低
平
な
後
背
湿
地
地
帯

で
、
最
大
湛
水
深
が
五
m
を
記
録
し
た
。
こ
の
た
め
、

紅
河
北
岸
の
自
然
堤
防
地
帯
も
一
時
的
に
溢
流
し
、
自

然
堤
防
上
で
も
一
週
間
の
冠
水
を
こ
う
む
っ
た
。
ハ
ノ

イ
市
街
地
の
な
か
で
も
地
盤
高
の
低
い
後
背
湿
地
で
は

一
ヶ
月
の
内
水
氾
濫
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
既
往
最
大
洪
水
、
一
九
七
一
年
洪
水
で
は
流

量
ピ
ー
ク
は
ソ
ン
タ
イ
で
三
七
四
〇
〇
m3

／
s
で
あ

り
、
ハ
ノ
イ
近
郊
の
後
背
湿
地
に
位
置
す
る
農
地
三
〇

ha
が
湛
水
し
、
洪
水
被
災
者
は
二
七
〇
万
人
と
な
っ

た
。
本
川
の
洪
水
は
ダ
イ
川
に
流
し
こ
ま
れ
た
も
の
、

紅
河
の
本
川
堤
防
で
も
三
箇
所
で
破
堤
さ
せ
た
。
洪
水

流
は
紅
河
北
部
平
野
の
扇
状
地
地
帯
で
は
布
状
洪
水
を

呈
し
た
が
、
ハ
ノ
イ
よ
り
下
流
側
で
は
、
旧
蛇
行
流
路

を
き
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
後
背
湿
地
を
ゆ
っ
く
り
と
湛

水
さ
せ
な
が
ら
、
洪
水
は
沿
岸
部
ま
で
流
下
し
て
い
っ

た
。
ソ
ン
タ
イ
か
ら
ナ
ム
デ
イ
ン
ま
で
の
洪
水
ピ
ー
ク

伝
播
は
一
週
間
を
要
し
た
が
、
ダ
イ
川
の
下
流
部
で
は

洪
水
被
害
を
出
さ
な
か
っ
た
の
が
特
色
で
あ
る
。

（
は
る
や
ま
し
げ
こ
・
東
京
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学

　
研
究
科
助
教
授
）

　
　
ダ
イ
川
の
締
め
切
り
堰
の
使
命
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